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２０２０年 2 月 1９日 

入試・広報センター 

 

2021 年度入試の概要（学部） 
 

 

【総合型選抜（学部・専願制/高大接続）】 

［総合型選抜（学部・専願制/高大接続）で求める人材］ 

総合型選抜（学部・専願制/高大接続）では、下記の①～③のすべてに該当する人材を求め

ます。 

① 高等学校もしくは中等教育学校で積極的に学習に取り組んでいる人。 

② 課外活動（部活動、生徒会活動、ボランティア活動等の社会的活動）で実績をあげて

いる人。または、各種資格や各種検定において優秀な成績を有する人。 

③ 本学が定めるアドミッションポリシー（AP）に適合し、入学後、活躍が期待できる

人。 

評価観点は、①アドミッションポリシー（AP）の適合性 ②基礎学力（知識・技能） ③思

考力・判断力・表現力 ④主体性を持ち、多様な人々と協働しつつ学習する態度の４つの

観点から総合的に選考します。 

［出願資格］ 

高等学校もしくは中等教育学校を卒業した者および卒業見込みの者で、①②のすべてに該

当する女子。 

① 本学の建学の精神をよく理解し、本学を専願として入学を志す者。 

② 次の A～C のいずれか１つ以上に該当する者。 

A． 文化･芸術･スポーツ等の分野において優れた活動実績を有する者。 

［活動実績を客観的に証明できる資料（賞状・新聞記事等のコピー）を提出できる

活動に限る］ 

B． 生徒会活動やボランティア活動等の社会的活動で顕著な実績を有する者。 

［活動実績を客観的に証明できる資料（活動証明書・新聞記事等のコピー）を提出で

きる活動に限る］ 

C. 各種資格や各種検定において優れた成績を有する者。 

［資格取得証明や成績証明書類のコピーが提出できるものに限る］ 

［エントリー書類］ 

① 入学希望理由書（活動報告書・自己 PR 書） 

② 出願資格に該当する事項を客観的に証明できる資料（賞状・新聞記事のコピーなど） 
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［出願書類］ 

① 志願票（インターネット出願） 

② 調査書 

［選抜方法］ 

エントリー書類（入学希望理由書及び資料）を審査の上、書類審査通過者が出願できます。

調査書（本学の基準で「全体の評定平均値」および「出欠の記録」に基づきスコアー化）、

集団討論、プレゼンテーション、小論文および面接 

 

【学校推薦型選抜（学部・専願制/一般）】 

［学校推薦型選抜（学部・専願制/一般）で求める人材］ 

学校推薦型選抜（学部・専願制/一般）では下記の①～③のすべてに該当する人材を求めま

す。 

① 本学の「建学の精神」に賛同する人。 

② 本学を専願として向上心が強く、積極的に学修しようとする人。 

③ 本学が定めるアドミッションポリシー(AP)に適合し、入学後、活躍が期待できる人。 

［出願資格］ 

高等学校または中等教育学校の学校長が、本学の定める推薦基準に適合し、本学学生とし

てふさわしい人物であると判断し推薦した者。 

［出願書類］ 

① 志願票（インターネット出願） 

② 推薦書 

③ 入学希望理由書 

④ 調査書 

［選抜方法］ 

調査書（本学の基準で「全体の評定平均値」および「出欠の記録」に基づきスコアー

化）、小論文および個別面接 

［併願および第２志望］ 

① 「学校推薦型選抜（短大・併願制/一般）」を入学検定料免除で学内併願できます。 

「学校推薦型選抜（学部・専願制/一般）」と「学校推薦型選抜（短大・併願制/一般）

の両方が合格となった場合は、「学校推薦型選抜（学部・専願制/一般）」で合格した学

科で入学手続していただきます。 

② 第１志望の学科で合格とならなかった場合、志願票にあらかじめ第２志望の申請があ

れば、第２志望の学科であらためて合否判定いたします。ただし、管理栄養学科を第

２志望とすることはできません。第２志望の学科で合格となった場合は、入学手続を

行わなくても差し支えありません。 
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【一般選抜（学部/特待生チャレンジ）】 

［一般選抜（学部/特待生チャレンジ）で求める人材］ 

一般選抜（学部/特待生チャレンジ）では下記の①～④のすべてに該当する人材を求めま

す。 

① 本学のアドミッションポリシー(AP)を理解し、入学後、積極的に学修しようとする

人。 

② 各学科が求める学力（知識・技能、思考力・判断力・表現力、主体性を持ち、多様な

人々と協働しつつ学習する態度）を有する人。 

③ 高等学校卒業段階の英語４技能の資質を有する人。 

④ 特待生として他の学生をリードしようとする意欲のある人。 

［出願資格］ 

次の①～③のいずれかに該当する女子。 

① 高等学校または中等教育学校を卒業した者および卒業見込みの者。 

② 通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者および修了見込みの者。 

③ 学校教育法施行規則第 150 条の規定により高等学校を卒業した者と同等以上の学力が

あると認められる者およびこれに該当する見込みの者。 

［出願書類］ 

① 志願票（インターネット出願） 

② 調査書 

［選抜方法］ 

調査書および学力試験 

試験教科・科目 

・国語   国語総合（古文・漢文を除く） *20 字～30 字程度の記述問題を含む 

・外国語  コミュニケーション英語Ⅰ・Ⅱ 英語表現Ⅰ 

・理科   化学基礎・化学（「無機物質の性質と利用・有機化合物の性質と利用」） 

      生物基礎・生物（「生物の生殖と発生・生物の環境応答」） 

＜家政保健学科・児童学科・子ども心理学科・教育学科の試験教科＞ 

国語・外国語 ２教科 

＜管理栄養学科＞ 

国語・外国語・理科（必須） ３教科受験２教科判定 

*各教科を偏差値化して国語と外国語の高い教科の偏差値と理科の偏差値の合計で判定 

＜特待生の選抜＞ 

学科ごとに成績上位者を特待生候補として、調査書の「特別活動の記録」、「指導上参考と

なる諸事項」、「総合的な学習の時間の内容・評価」、「備考」を中心に、主体性を持ち、多

様な人々と協働しつつ学習する態度を評価観点に加えて選抜します。 
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［併願および第２志望］ 

① 一般選抜（短大/特待生チャレンジ）を検定料免除で学内併願することができます。 

② 第１志望の学科で合格とならなかった場合、出願時に第 2 志望の申請があれば、第 2

志望の学科であらためて合否判定をいたします。ただし、管理栄養学科を第２志望と

することはできません。 

 

【一般選抜（学部）前期・後期】 

［一般選抜（学部）で求める人材］ 

一般選抜（学部）では下記の①～③のすべてに該当する人材を求めます。 

① 本学のアドミッションポリシー(AP)を理解し、入学後、積極的に学修しようとする

人。 

② 各学科が定める学力（知識・技能、思考力・判断力・表現力、主体性を持ち、多様な

人々と協働しつつ学習する態度）を有する人。 

③ 高等学校卒業段階の英語４技能の資質を有する人。 

［出願資格］ 

次の①～③のいずれかに該当する女子。 

① 高等学校または中等教育学校を卒業した者および卒業見込みの者。 

② 通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者および見込みの者。 

③ 学校教育法施行規則第 150 条の規定により高等学校を卒業した者と同等以上の学力が

あると認められる者およびこれに該当する見込みの者。 

［出願書類］ 

① 志願票（インターネット出願） 

② 調査書 

［選抜方法］ 

調査書および学力試験 

試験教科・科目 

・国語   国語総合（古文・漢文を除く） *20 字～30 字程度の記述問題を含む 

・外国語  コミュニケーション英語Ⅰ・Ⅱ 英語表現Ⅰ 

・理科   化学基礎・化学（「無機物質の性質と利用・有機化合物の性質と利用」） 

      生物基礎・生物（「生物の生殖と発生・生物の環境応答」） 

＜家政保健学科・児童学科・子ども心理学科・教育学科の試験教科＞ 

国語・外国語 ２教科 

＜管理栄養学科＞ 

国語・外国語・理科（必須） ３教科受験２教科判定 

*各教科を偏差値化して国語と外国語の高い教科の偏差値と理科の偏差値の合計で判定 
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［併願および第２志望］ 

① 一般選抜（短大/国語１教科）を入学検定料免除で学内併願することができます。 

② 第１志望の学科で合格とならなかった場合、出願時に第 2 志望の申請があれば、第 2

志望の学科であらためて合否判定をいたします。ただし、管理栄養学科以外の学科を

第１志望とした場合、管理栄養学科を第２志望とすることはできません。 

 

【一般選抜（共通テスト利用）前期・後期】 

［一般選抜（共通テスト利用）で求める人材］ 

一般選抜（共通テスト利用）では下記の①～③のすべてに該当する人材を求めます。 

① 本学のアドミッションポリシー(AP)を理解し、入学後、積極的に学修しようとする

人。 

② 各学科が定める学力（知識・技能、思考力・判断力・表現力、主体性を持ち、多様な

人々と協働しつつ学習する態度）を有する人。 

③ 高等学校卒業段階の英語４技能の資質を有する人。 

［出願資格］ 

次の①～③のいずれかに該当する女子。 

① 高等学校または中等教育学校を卒業した者および卒業見込みの者。 

② 通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者および見込みの者。 

③ 学校教育法施行規則第 150 条の規定により高等学校を卒業した者と同等以上の学力が

あると認められる者およびこれに該当する見込みの者。 

［出願書類］ 

① 志願票（インターネット出願/大学入学共通テスト成績請求票貼付） 

② 調査書 

［選抜方法］ 

調査書および大学入学共通テスト（試験教科・科目は現行のセンター試験利用入試に準ず

る） 

＜大学入学共通テスト/国語の成績利用＞ 

大学入学共通テストの国語「近代以降の文章」（2 問 100 点）の成績のみを合否判定に利用

します。 

＜大学入学共通テスト/外国語「英語」の成績利用＞ 

外国語「英語」は、リーディング（100 点）とリスニング（100 点）の 200 点満点を 100

点満点に換算します。 
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【社会人特別選抜】 

［社会人特別選抜で求める人材］ 

社会人特別選抜では下記の①～④のすべてに該当する人材を求めます。 

① 社会経験（専業主婦を含む）を有し、勉学に対しての目的意識が明確な人。 

② 本学のアドミッションポリシー(AP)を理解し、入学後、積極的に学修しようとする

人。 

③ 社会経験等により、他の学生に好ましい影響を与えることが期待できる人。 

④ 各学科の定める基礎的な事項を修得している人。 

［出願資格］ 

入学時現在満 23 歳以上で、社会経験（専業主婦を含む）がある者で、次の①～③のいず

れかに該当する女子。 

① 高等学校または中等教育学校を卒業した者。 

② 通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者。 

③ 学校教育法施行規則第 150 条の規定により高等学校を卒業した者と同等以上の学力が

あると認められる者。 

［出願書類］ 

① 志願票（インターネット出願） 

② 調査書（調査書が入手できない場合は、出身高等学校の「卒業証明書」および「成績

証明書を提出」） 

③ 入学希望理由書（経歴書を含む） 

［選抜方法］ 

書類審査、小論文および面接（志望する分野についての基礎的事項に関する問が含まれ

る） 

 


